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海外教科書制度調査研究報告書（2025年版） 

フィジー共和国 

国の概要 

面積 18,270km² 

人口 928,784 人（2024 年，世界銀行） 

首都 スバ 

教育行政組織  

 国 教育省 (Ministry of Education) 

 地方 

4 つの大地区と 9 つの小地区に分かれているが，地区別の教育行政機関では

なく，県の行政の中で扱われ，各学校は教育省が監督する宗教組織や公立の

学校運営委員会によって運営される。 

教育課程基準 
2013 年に改訂された Fiji National Curriculum Framework があり，教育の目的

や価値観，主要学習成果，基礎的学習領域，鍵的学習領域や評価方法が示さ

れている。各教科はシラバスが用意されている。 

教科書制度  

 教科書の定義 

特に法律で定義されたものはなく，教材本や教員用ガイドが教科書として扱

われることもある。教科書は無償で提供される教材として扱われており，中

表紙に教員が使用する教材の一つであると提示されていることもある。  

 発行主体 教育国家遺産芸術省（現教育省）カリキュラム開発課が著作権を有している。 

 
国定，検定，認

定などの制度 

国が作成しており，検定，認定という制度はない。いろいろな教材を使用す

ることができるが，各教科のシラバスに沿っていることが求められる。 

 
採択・選定など

の制度 
上記以外の教材を使用できるが，採択，選定などの制度はない。 

 使用義務の有無 使用義務はなく，教材の一つとされている。 

 有償・無償 

もともと市販の教材を各自が購入するか，または学校からの貸与であった

が，政府は 2000 年代から小学校での教科書の無償配布のイニシアティブを

とり始め，中等学校でも教科書を無償で入手できるようにした。また，Policy 
on Free Educational Resource によって，電子版の教科書を無償で使用するこ

とができるようになっている。紙媒体は貸与であることが多い。 

 給与・貸与 

上述のとおり，印刷版も配布されているが，Policy on Free Educational Resource 
にて，児童生徒一人一人に対応できるよう，電子デバイスが学校に給与され，

それを通じて電子版の教科書を使用することができる。 

 教科書の特色 

小学校，中等学校ともに，各教科書の分量は 50～300 頁と学年や教科によっ

て幅広い。各ページには多くのカラー写真，イラストが添えられている。ま

た各単元の冒頭に学習成果や到達指標が文章で示されており，内容の説明は

とても簡潔で箇条書きや図表が多く，設問やグループ学習の指示が載せられ

ている。 

デジタル教科書の状況 

小学校，中等学校の全学年の教科書は教育省の HP から Google ドライブを通

して PDF 版をダウンロードできる。また，テレコム・フィジー社の協力で

Learning HUB というサイトに教育省が作成した埋め込み動画の教育番組を

視聴できるようになっている。 




